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第１１分科会

学部ゼミナール運営ͷ課題

報告者

毛利　猛　　ʢ香川大学 教育学部 教授ʣ

柴原　宜幸　ʢ日本橋学館大学 ϦベϥϧΞーツ学部 人間心理学科 教授ʣ

伏木田稚子　ʢ東京大学大学院 学際情報学府 文化・人間情報学コース 博士課程ʣ

コーσΟωーλー

廣瀬　直哉　ʢ京都ϊーτϧμム女子大学 心理学部 准教授ʣ

大学教育改善ͷ取Γ組みͷ中Ͱ様々ͳ研究͕行わΕͯいΔ͕ɺ専門教育ʹ͓いͯ重要ͳ役割を

果た͠ ͯいΔ学部ゼミナールʹついͯͷ研究͸必ͣ ΋͠多くͳいɻ卒業論文作成や専門教育ͷた

Ίͷ学部ゼミナール͸ɺ他ͷ授業ͱ比較͢Δͱɺ教員ͷ個性͕発揮さΕや͢い ͱ͜ɺ教員＝学

生͓Αび学生同士ͷ距離͕近い ͱ͜ͳͲɺ͔ ͳΓ独自性ͷ高い授業ͰあΔͱいえΔɻ͠ ͔͠ͳ͕Βɺ

最近Ͱ͸ゼミ΋一授業科目ͱ͠ ͯ捉えΔ学生΋૿えͯ ͖͓ͯΓɺゼミ学生同士ͷ共同体意識΋薄

ΒいͰ͖ͯいΔΑうʹ 思えΔɻそう͠ た中Ͱ以前ʹ比΂ͯɺゼミ運営ʹついͯ困難を感͓ͯ͡ΒΕ

Δ教員΋少ͳくͳいΑうʹ 思わΕΔɻそ͜ Ͱɺ本分科会Ͱ͸ɺ主ʹ社会人文系学部ʹ͓いͯ開͔

ΕͯいΔ学部ゼミナールͷ運営ʹついͯ取Γ上͛Δɻ分科会ͷ参加者間Ͱɺゼミ運営ͷ課題や

対処を共有͢Δ ͱ͜Ͱɺ今後ͷゼミ運営΁ͷ一助ʹͳΕ͹幸いͰあΔɻ
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＜第11分科会＞

学部ゼミナール運営の課題

参　加　人　数　　　

報　　告　　者

第 1 報 告 者

第 2 報 告 者

第 3 報 告 者 　

コーσΟωーλー

分科会ͷͶらい
ɹ第 18 回 FD フΥーラϜͷ全体ςーϚ͸ʮ学生͕

主体的ʹ学ぶ力Λ身ʹ͚ͭΔʹ͸ʯͰあΔɻ大学

ʹ͓いͯɺ主体的ʹ学ぶ機会͸様々あΔͱ思わΕ

Δ͕ɺ主体性Λ発揮͠ɺ専門的ͳ知識Λ用いͯɺ

自Β問題Λ発見͠ɺ解決͢Δ能力Λ身ʹ͚ͭͯい

͘上Ͱ重要ͳ役割Λ担ͬͯいΔͷ͕ɺ学部θϛφー

ϧͰ͸ͳいͩΖう͔ɻ同͡θϛφーϧͰ΋ɺ基礎θ

ϛɺ入門θϛͳͲͱ呼͹ΕΔ1 年次Λ対象ͱ͢Δ

θϛφーϧ͸ɺ初年次教育ͷ重要性͕叫͹ΕΔ中

Ͱ取Γ上͛ΒΕΔ機会΋多い͕ɺ3ɺ4 年次ʢ場合

ʹΑͬͯ͸ 2 年次΋ʣΛ対象ͱ͢Δ専門教育ͷ学

部θϛφーϧ͸͜Ε·Ͱ FD Ͱ͸取Γ上͛ΒΕΔ

機会͸少ͳ͔ͬͨɻ

ɹ学部θϛφーϧ͸ɺXX 演習ɺXX 研究ͳͲ様々

ͳ名称͕͚ͭΒΕͯいΔ͕ɺ一般ʹ͸ɺ教員ͷ

名前Ͱɺ○○θϛʢ例え͹ɺ廣瀬θϛʣͱ呼͹Ε

Δɻ·ͨɺ卒業生͸ɺ○○θϛ出身ͳͲͱ呼͹Ε

Δ ͱ͜΋あΔɻ͜ͷΑうʹɺ学部θϛφーϧ͸ɺͦ

ΕΛ担当͢Δ教員ͷ独自性ʹ強͘依存͠ɺθϛʹ

参加͢Δ学生ʹͱͬͯ͸単ͳΔ授業Λ超えͨコϛュ

χςΟͱ͠ ͯ機能ͯ͠ いΔ側面΋あΔͳͲɺ͔ͳΓ

異質ͳ授業ͰあΔɻ͕ͨͬͯ͠扱い͕難͘͠ ɺ͜

Ε·Ͱͷ FD ʹ͓いͯ͸積極的ʹ͸取Γ上͛ΒΕ

ͯ来ͳ͔ͬͨͷͰ͸ͳいͩΖう͔ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ

ʢコーσΟネーター自身Λ含ΊͯʣθϛΛ担当ͯ͠

いΔ多 ͷ͘教員͸ɺ学部θϛφーϧͦ͜ ͕ɺ大学Β

͠い主体的ͳ学びΛ身ʹ͚ͭΔͷʹ相応͠い授業

ͰあΔͱ考えͯいΔͷͰ͸ͳいͩΖう͔ɻͦͷΑう

ͳ考えͷ΋ͱɺ本分科会Ͱ͸ɺ学部θϛφーϧΛ

ςーϚͱ͠ ͯ取Γ上͛ͯɺͦͷ運営ͷ課題ʹͭいͯ

32 名

毛利　猛　　ʢ香川大学 教育学部 教授ʣ

柴原　宜幸　ʢ日本橋学館大学 ϦベϥϧΞーツ学部 人間心理学科 教授ʣ

伏木田稚子　ʢ東京大学大学院 学際情報学府 文化・人間情報学コース 博士課程ʣ

廣瀬　直哉　ʢ京都ϊーτϧμム女子大学 心理学部 准教授ʣ

参加者ͱͱ΋ʹ検討͢Δ ͱ͜ͱ͠ ͨɻ

報告ͷ概要
ɹ午前ͷ部͸ɺ最初ʹコーσΟネーター͔Βɺ本

分科会ͷͶΒいʹͭいͯɺ短い説明Λ行ͬͨɻͦ

ͷ後ɺ3 人ͷ報告者ʹͦΕͧΕͷ立場͔Β学部θ

ϛφーϧͷ課題ʹ関ͯ͠ ɺ໿ 30 分間ͷ報告Λい

ͨͩいͨɻ報告ͷ詳細͸ͦΕͧΕͷ報告者ͷ資

料Λ͝覧いͨͩ ͱ͘͠ ͯɺ͜͜Ͱ͸概要ͷΈΛ以下

ʹ示ͨ͠ɻ

毛利氏

ɹ第 1 報告者ͷ毛利氏͸ɺʮ学部θϛφーϧͷ運

営Λ考えΔʯͱいうタΠτϧͰ報告͞Εͨɻ最初ʹɺ

θϛʹ関͢Δ FD ͷ困難͞Λ指摘͞Εɺͦͷ理由

ʹͭいͯɺθϛͷ多様性ʢ教育͢Δ場ͷ条件ʹ左

右͞ΕΔʣɺθϛͷ密室性ʢ人目ʹ触ΕΔ͜ͱ͕少

ͳいʣɺθϛͷ全人性ʢ教員ͷ人間性͕反映͞ΕΔʣ

ͷ 3 ͭΛ挙͛ΒΕͨɻ次ʹɺ所属大学ʹ͓͚Δθ

ϛͷ形態ͱ運営ͷ仕方ʹͭいͯ紹介͞Εͨɻ͞Β

ʹɺ毛利氏ͷθϛͰͷ卒論指導Λ中心ʹɺ学部θ

ϛφーϧͷ運営ͷあΓ方や難͠͞ʹͭいͯ論͡ΒΕ

ͨɻ毛利氏ͷθϛͰɺ書͘͜ ͱ΁ͷ心理的抵抗Λ

軽減͢ΔͨΊͷ工夫͞ΕͯいΔ͜ͱやɺ主体ͱ客

体ͷόランεΛͱΔ͜ͱ͕重要ͰあΔ͜ͱΛ話͞Ε

ͨɻ·ͨɺʮ教員ͱ学生ͷ攻防ʯͱ͠ ͯɺ学生͸教

師ͷ出方Λ見ͯいΔͷͰɺ学生ͷ手抜͖Λ助長͢

ΔΑうͳ懇切丁寧ͳ指導͸避͚ͳ͚Ε͹ͳΒͳい

͜ͱΛ強調͞Εͨɻ最後ʹɺθϛʹ関͢Δ FD ͸ɺ

教育͢Δ場ͷ条件ʹΑΓ異ͳΔͷͰ多様ͰあΓɺ

個々ͷ教員͕自己ͷ教育者ͱ͠ ͯͷあΓ方Λ問い
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直 Α͢うͳ FD ͕求ΊΒΕΔͱ結論͚ͮΒΕͨɻ

柴原氏

ɹ第 2 報告者ͷ柴原氏͸ɺʮ学生ʹͱͬͯ ͷʮθϛʯ

ͷ意義～簡単ͳ調査Λ踏·えͯ ～ʯͱいうタΠτϧͰɺ

御自身ͷθϛͷ運営ͱ元θϛ生΁ͷ調査Λ中心ʹ報

告͞Εͨɻ最初ʹɺ柴原氏ͷ大学ͷ背景ͱθϛͷ位

置͚ͮʹͭいͯ話͞Εͨɻ柴原氏ͷθϛͰ͸ɺ文献

Λ読ΈɺϨδュϝΛ作成͠ɺ発表 Δ͢ͱいうΦーιυッ

ΫεͳεタΠϧͰあΔ͕ɺʮͰ ʯ͢ʮ· ʯ͢調ͷ禁止ɺ

課題͕終わΔ·Ͱ終わΒͳいΤンυϨε・θϛͳͲ独

自ͷθϛ運営Λ͞ ΕͯいΔ͜ ͱ͕紹介͞Εͨɻ次ʹɺ

θϛͰͷ活動ͷ意義ʹͭいͯ卒業生ʹ尋Ͷͨ調査ʹ

ͭいͯ報告͞Εͨɻ当時ͷθϛ活動Λ通ͯ͠ 学Μͩ

ͱ͜ʹͭいͯͷ自由記述͸ɺ分析ͷ結果ʮ対人関係

的側面ʮʮ学習的側面ʯʮ個人的側面ʯͷ 3 ͭʹ分

類͞Εͨɻͦͷ中Ͱʮ対人関係的側面ʯ͕最΋大͖

ɺ͘学生 ͱʹͬ ͷͯθϛ͸社会的εキϧΛ学Μͩ場Ͱ

あΓɺ教員͕目指ͯ͠ いͨ専門性Λ学ぶ場Ͱ͸ͳ͔ͬ

ͱͨ解釈͞Εͨɻͦ͠ ͯ最後ʹɺʮ自分ͷ意見Λキチ

ンͱ言えΔ空間͸最初͔Β完成͞ΕͯいΔ΋ͷͰ͸ͳ

ɺͦ͘ ͜ʹ 所属ͯ͠ いΔ人間͕作Γ上͛ͯい͘ ΋ͷ ʯͩ

ͱいう印象的ͳ卒業生ͷ言葉Ͱ締Ί͘ Β͘Εͨɻ

伏木田氏

ɹ第 3 報告者ͷ伏木田氏͸ɺʮ学部θϛφーϧΛ

研究͢Δ ͱ͜ͰΈえ͖ͯͨ課題ʯͱいうタΠτϧͰɺ

͜Ε·Ͱ͝自身͕行わΕ͖ͯͨ学部θϛφーϧͷ

研究ʹͭいͯ報告͞Εͨɻ最初ʹɺ多様ͳθϛφー

ϧͷ形態ʹͭいͯɺ多 ͷ͘写真Λ使ͬͯ具体的ʹ

紹介͞Εͨɻ次ʹɺ学生対象ͱ͠ ͨ調査͔Βɺ学

習意欲ɺ共同体意識ɺ教員ʹΑΔ指導ɺ汎用技

能ͷ成長実感ͳͲͷ構造ʹͭいͯͷ知見Λ示͞

Εɺ汎用的技能ͷ成長実感Λ高ΊΔʹ͸ɺ教員

ʹΑΔ指導͕重要ͰあΓɺͦΕ͸学習意欲や共同

体意識Λ媒介ͱ͠ ͯ影響Λ与えͯいΔ ͱ͜Λ明Β͔

ʹ͞Εͨɻ·ͨɺθϛφーϧʹ対͢Δ魅力͸ɺ教

員ͱ学生ͷ相互作用や学習内容ͳͲ͕関わͬͯい

Δ͜ͱΛ報告͞Εͨɻ͞Βʹɺ教員対象ͷ調査͔

Β͸ɺ学生ͷ特性把握ɺ教育目標・学習目標ͷ

設定ͳͲͷ構造ʹͭいͯͷ知見͕得ΒΕɺ人文系・

社会系ͷ違いや経験年数ͷ違いʹΑͬͯɺ教育・

学習目標͕異ͳͬͯいͨ͜ͱΛ報告͞Εͨɻ最後

ʹɺ͜Ε·Ͱͷθϛͷ研究͸個々ͷ教員ͷ実践報

告ʹ留·ͬͯい͕ͨɺ自分͸多 ͷ͘θϛΛ見ͯθϛ

ͷ全体像Λ鳥瞰図的ʹ描͘͜ ͱΛ目指ͨ͠いͱ述

΂ΒΕɺ発表Λ締Ί͘͘ ΒΕͨɻ

報告ʹ対する質疑ͳらびʹ全体討議ͷ内容
報告ʹ対する質疑

報告ʹ対 Δ͢質疑͸ɺ時間ͷ関係͔Βɺ午前ͷ部Ͱ

͸短い質問͚ͩΛ受͚付͚ͨɻͦΕ以外ͷ質問͸質

問用紙ʹ記入い͖ͨͩɺ午前ͷ部ͷ終わΓʹ 回収͠

ͨɻ午後ͷ部ͷ最初ʹɺ回収ͨ͠質問用紙ʹ記載͞

Εͨɺ個別ͷ質問͓Αび報告者全体΁ͷ質問Λ報

告者ʹ投͔͛ ɺ͚各報告者͔Β回答͕行わΕͨɻ

ͦΕͧΕͷ質問及びͦΕʹ対͢Δ報告者ͷ回答

ͷ概要͸以下ͷ通ΓͰあΔɻ

毛利氏΁ͷ質問

Q: θϛ生͕ 2 名程度ͷ場合ͱ10 名程度ͷ場合

Ͱ͸ɺθϛͷ卒論指導͸Ͳう変わΔͷ͔ɻ

毛利氏 : １回ͷ指導時間͸ 1 時間程度ͰあΓ大͖

͸͘変わΒͳい͕ɺ同時ʹ学生ʹ来ͯ΋Βい指導

時間ʹ重ͳΓΛ作ΔͳͲ工夫Λͯ͠ いΔɻ他ͷ学

生͕指導Λ受͚ͯいΔͷΛ聞 ͷ͘΋勉強ʹͳΔɻ

年度ʹΑͬͯ指導͕変わΔ͜ͱ͸避͚ͨいͱ思ͬ

͓ͯΓɺͳΔ΂͘他Ͱ時間Λ削ΔΑうʹͯ͠ いΔɻ

͔͠͠ɺ今回ͷ報告ͷͨΊ10 年前ͷ͜ͱΛ振Γ

返ͬͯΈΔͱɺ現在ͷ方͕様々ͳ仕事Ͱ忙͘͠ ͳͬ

͓ͯΓɺ指導΋変わ͖ͬͯͯいΔ ͱ͜Λ痛感ͨ͠ɻ

Q: 卒論ͷ必要性・意義ʹͭい ͲͯͷΑうʹ考えͯ

͓ΒΕΔ͔ɻ

毛利氏 : 卒論͸ͲͪΒ͔ͱ言え͹軽視͞ΕΔΑうʹ

ͳͬͯ ͖ͯいΔɻ教員養成課程Ͱ͸ɺ教職実践演

習͕ 4 年後期ʹ導入͞Εɺ卒論ͱͷ両立͕難͘͠

ͳͬͯ ͖ͨɻ͔͠͠ɺ大学͸活字文化ʹ根差ͯ͠ ͓

Γɺ読Ή ͱ͜書͘͜ ͱͷ指導͸大学教育ʹ͓いͯ欠

͔ͤͳいͷͰɺ今後΋卒論͸重視ͯ͠ 行͖ͨいɻ
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柴原氏΁ͷ質問

Q: ͳͥ発表ͰʮͰ ʯ͢ʮ· ʯ͢調Λ禁止͢Δͷ͔ɻ

ʮͰあΔʯ調ͱいう͜ ͱ͔ɻ

柴原氏 : 友ͩͪ同士ͰɺʮͰ ʯ͢ʮ· ʯ͢調͸使わ

ͳいɻʮͰあΔʯ調Ͱ͸ͳ ɺ͘若者͕普段友ͩͪ同

士Ͱ使う言葉Ͱ発表ͤͯ͞いΔɻ

Q: θϛ͕ΤンυϨεͰあΔͱɺ時間割上ͷ制໿や

学生ͷ時間調整͕必要ͱ思う͕ɺͲͷΑうʹ対応

͞ΕͯいΔͷ͔ɻ

柴原氏 : 時間割上ɺθϛ͸木・金ͷ 4・5 限ʹ割

Γ当ͯΒΕ͓ͯΓɺͦΕ以降ʹ授業͸ͳいɻ学生

ʹ͸θϛ͕決·ͬͨ段階ͰɺόΠτ等Λ入Εͳい

Αうʹ指示ͯ͠ いΔͷͰɺ学生ͷ不満͸あΔ͔΋͠

Εͳい͕ɺ支障ͳ 行͘えͯいΔɻ

Q: 他ͷ先生͔ΒͷͶͨΈ等͸ͳい͔ɻ

柴原氏 : 批判͸受͚ͨ͜ͱ͸ͳいɻ自分ͷ感性ͷ

問題Ͱ΋あΔͷͰ͸͖ͬΓ͸言えͳい͕ɺͶͨ·

ΕΔ覚え͸ͳいͱ思ͬͯいΔɻ

Q: ͝自身͕学生時代ʹ受͚ͨθϛͱ現在ͷθϛ

͸関連ͯ͠ いΔͷ͔ɻ

柴原氏 : 少ͳ͔Βͣ影響Λ受͚ͯいΔɻ大学時代

ͷθϛͰ͸ɺ英語ͷ文献Λ͔ͳΓ多͘読·͞Εͨɻ

ͦΕΛやΕͨ͜ͱʹ自信͕͖ͭɺ大学生ͩͱ思え

ͨɻ今ͷ学生΋͔ͬ͠Γ勉強͢Δ͜ͱͰɺ大学生

ΛやͬͯいΔͱいう実感Λ持ͬͯ΋Βいͨいɻ

伏木田氏΁ͷ質問

Q: 話ͷ中Ͱθϛ教員͕Ϋラε担任ͷΑうͳ役割Λ

有ͯ͠ いΔ ͱ͜ʹ言及͞Εͯい͕ͨɺͲういう͜ ͱ͔ɻ

伏木田氏 : θϛ運営Ͱ͸教員͕一人Ͱ様々ͳ͜ͱ

ʢ例え͹学生個人ʹ面談Λ͢ΔͳͲʣΛ͢ΔͷͰɺ

小中学校ͷΫラε担任ͱ似ͯいΔɻθϛ自体΋共

同体的ͳ部分͕あΓɺ小中学校ͷΫラεͱ΋似ͯ

いΔɻ

全体΁ͷ質問

Q: ʮθϛ間格差ʯ͸あͬͯ΋Αい΋ͷ͔ɺͦΕͱ

΋あͬͯ͸ͳΒͳい΋ͷ͔ɻ

毛利氏：θϛ間格差ͱいͬͯ΋ɺ人数ͷ差ɺ指導

ͷ差ͳͲ様々ͳ΋ͷ͕あΔɻ事実ͱ͠ ͯͦͷΑうͳ

格差͕あΔͷͰ仕方͕ͳい面΋あΔɻ柴原氏͕述

΂ΒΕͨΑうʹɺͦΕͧΕͷ教員͕持ͪ味Λ発揮

͢Δ ͱ͜Ͱɺ様々ͳ学生ʹͱͬͯͷ受͚皿や居場所

Λ与えΔ͜ͱʹ΋ͭͳ͕ΔͷͰɺ必ͣ ΋͠格差Λͳ

͘͢ ͱ͕͜Αいͱ言えͳいͷͰ͸ͳい͔ɻ

柴原氏：自分ͷθϛͰ͸͔ͬ͠Γ勉強ΛやΔ͕ɺ

ΞϧόΠτ中心ͷ学生Ͱ΋やͬͯい͚Δθϛ΋あͬ

ͯΑいɻͨͩ͠ɺͦΕ͸教員͕͞ぼͬͯいいͱ͔ɺ

楽ͯ͠ 単位͕΋ΒえΔͱいう͜ ͱͰ͸ͳいɻ一定以

上ͷ卒論Λ書͔ͤΔ͜ͱ͕前提Ͱɺ力ͷ持ͬͯ行

͖方ͷ違うθϛ͸あͬͯΑいɻͦういう意味Ͱͷ格

差ͰあΕ͹問題ͳいɻ

伏木田氏：大学͕違え͹θϛ͸異ͳΔ͠ɺ教員ͷ

教育目標͕違え͹ɺθϛͷ運営ͷ仕方΋当然異ͳ

ΔɻθϛΛ受͚ͯいΔ学生͔Β見ΔͱɺθϛͰ自

分ͷ力ΛͲΕ͚ͩ伸͹ͤΔ͔͕重要ͰあΔͷͰɺ

違い͸あͬͯ΋Αいɻʮ格差ʯͰ͸ͳ ʮ͘違いʯͱ

捉えͨ方͕ΑいͷͰ͸ͳい͔ɻ

グループディスカッション

ɹ報告者ʹ対͢Δ質疑͕終わͬͨ後ɺ午前ͷ部

ͷ終わΓʹ回収ͨ͠ΞンέーτΛ΋ͱʹͯ͠ɺ6

ͭͷάϧープʹ分͚ͨɻΞンέーτͰ͸ɺ学部

θϛφーϧʹ͓͚Δ教育ʹ関͢Δ 18 個ͷ領域

ʢ教育目標ɺθϛ分͚ɺ卒業研究ɺ学習意欲ͳ

Ͳʣ͔Βɺ関心ͷあΔ領域ʹ丸Λ͚ͭͯ΋Βいɺ

ͳΔ΂͘関心͕近い人同士Ͱ討論͕Ͱ͖ΔΑう

ʹ配慮ͯ͠ ɺコーσΟネーター͕άϧープ分͚Λ

行ͬͨɻͦͷΑうͳ配慮ͷ効果΋あ͔ͬͯɺͦ

ΕͧΕͷάϧープͰ͸活発ͳ意見交換͕行わΕ

ͯいͨɻ໿ 1 時間ͷάϧープσΟεΧッγョンͷ

後ɺ各άϧープͰ討議ͨ͠内容ʹͭいͯɺ代表

者ʹ手短ʹ報告いͨͩいͨɻ主ͳ内容͸以下通

ΓͰあͬͨɻ

●θϛ͕必修ͰあΔ͔Ͳう͔ɺ卒論͕あΔ͔Ͳ

う͔Ͳう͔ʹΑͬͯɺθϛͷ運営ͷ仕方͕異ͳ

Δɻθϛ͕選択ͷ場合͸ɺ他ͷ授業ͱͷ関
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係ʢ例え͹ɺ他ͷ授業ΑΓ単位͕取Γや͢い͔

ͳͲʣʹɺ大いʹ影響Λ受͚Δɻ·ͨɺ共学ͱ

女子大Ͱ΋ɺθϛͷ運営ͷ仕方͕違ͬͯ͘ Δɻ

●θϛͷ中Ͱɺ学生ͱプラΠベーτͳ話ΛͲͷ程度

͢΂͖͔ɻプラΠベーτͳ話͸θϛ生ͱͷ距離Λ

縮ΊΔ͕ɺあ·Γ͠ 過͗Δͱɺ学生͕緩ΜͰ͠·

うɻプϨΠベーτ͸θϛͷ中Ͱ͸一切話͞ ɺͣコ

ンύͳͲͷ時͚ͩ話 ͱ͢ɺ͸ͬ Γ͖分͚ͯいΔ教

員΋͓ΒΕͨɻ

●θϛͷ中Ͱ学生ʹ役割Λ与えͯ任ͤΔͱɺΑい

成果Λあ͛ͯ͘ ΕΔ ͱ͕͜͠͹͠͹あΔɻ学生ʹ

任ͤͯやΔ気ʹͤ͞ΔΑうͳ働͖͔͚方ΛわΕ

わΕ教員͸学͹ͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ

●θϛͷ中Ͱͳ͔ͳ͔学生͕発言͠ͳいͷͰɺ教

員側͕話͠過͗ͯ͠·いɺ双方向的ͳθϛͰͳ

ͳ͘Δ ͱ͕͜あ͕ͬͨɺ工夫Λ͞ΕͯいΔ教員ͷ

話Λ聞いͯ参考ʹͳͬͨɻ

●出来Δ学生ͱͦ うͰͳい学生ͷ差͕大͖いɻ意

欲ͷ௿い学生΁ͷ対応ʹͭいͯ͸ɺ教員ͷ考え

方΋様々Ͱ結論͸出ͳ͔ͬͨɻ

●学生͕卒論ͷςーϚΛ自分Ͱ決ΊΔ͜ͱ͸難͠

いɻ·ͨɺ学生ͷ卒論ͷ進捗ͷ報告͸あͯʹͳ

Β ɺͣ工程Λ自分Ͱ管理ͤ͞Δ͜ͱ͸困難Ͱあ

Δɻ教員側ͷサϙーτ͕必要ͰあΔɻ

●卒業論文ͱ就職活動ͷ両立͕難͠いɻθϛʹ

Αͬͯ就活ͷ扱い͕異ͳΔ場合͕あΔʢ就活中

θϛ͸休Έʹ͢Δ͔͠ͳい͔ͳͲʣͷͰɺ統一

Λ図ͬͯい ΂͖͘Ͱ͸ͳい͔ɻ

●個人面談Λ通ͯ͠ 学生ͷ状況Λ把握͢ΔͳͲ担

任的ͳ役割͸重要ͰあΔ͕ɺ教員ͷ負担͕૿えɺ

θϛͰͷ学び͕͓Ζ͔ͦʹͳΔ ͱ͕͜あΔɻέΞ

ͷ側面ͱ学習ͷ側面ΛͲͷΑうʹ両立ͤͯ͞い͘

͔͸思案ͷ͠Ͳ͜ΖͰあΔɻ

分科会を終えて
ɹ本分科会Λ企画ͨ͠動機ͷ一ͭ͸ɺコーσΟ

ネーター自身͕ɺ自分ͷθϛͷ中Ͱɺ·ͨ͸他ͷ

θϛΛ見ͯいΔ中Ͱɺ運営上ͷ問題ʹ͠͹͠͹遭

遇ͨͨ͠ΊͰあΔɻ本分科会ʹ参加いͨͩいͨ方

΋ɺ同͡Αうͳ問題意識Ͱ参加いͨͩいͨͷͰ͸

ͳい͔ͱ思うɻάϧープσΟεΧッγョンΛ傍ΒͰ

聞͔ͤͯいͨͩいͯいΔͱɺͦΕͧΕͷ教員͕θ

ϛʹ͓いͯ様々ͳ課題Λ抱え͓ͯΒΕΔ͜ͱ͕推

察͞Εͨɻ

ɹ報告者ͷ発表やάϧープσΟεΧッγョンΛ通

ͯ͠ɺ個人的ʹ΋色々ͳ気͖ͮΛ得ΒΕɺ今後

ͷθϛͰ活用ͯ͠ Έͨいͱ思ͬͨ取Γ組Έ΋いͭ͘

͔あͬͨɻ学部θϛφーϧ͸多様ͰあΔͷͰɺͦ

ΕͧΕͷ参加者͕抱え͓ͯΒΕΔ課題ʹ関ͯ͠

必ͣ͠΋解決策͸見͔ͭΒͳ͔͔ͬͨ΋͠Εͳい

͕ɺ少ͳ ͱ͘΋ώンτ͕得ΒΕͨͷͰあΕ͹幸いͰ

あΔɻ今後΋継続的ʹ学部θϛφーϧʹ関ͯ͠ 議

論ͷ機会Λ設͚ΒΕΔ͜ͱΛ願いͨい΋ͷͰあΔɻ

最後ʹɺ分科会ͷ報告者ͱ参加者ͷ皆様ʹ感謝

ͷ意Λ表ͨ͠いɻ
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学部ゼミナールの運営を考える

香川大学 教育学部 教授　　　毛利　猛

ɩ．採ミ野関するＦＤ律ɗ左さ 

社会人文系学部で教えている多く律大学教員後、採ミナ柔ルこ進後最難大学律授業ら左

い授業形態であり、進律教育効果後大きい難律であると信巧ている。左小左、採ミがいつ

難うまくいくと後限らず、誰がこれを担当する小で教育効果野大き重差があること後明ら

小である。進れ年け野、採ミ運営野関する FD 律必要性後高いと言えよう。 

野難小小わらず、採ミ運営野関する FD 後、これまであまり行われてこ重小違平。進れを

行う必要が重い小らで後重く、進れを行う律がɗ左い小らである。ɗ左い理由後三つある。

まず一つ目後、採ミ律やり方が講義形式律授業以上野、教育する場律条件野よ違て苒右さ

れるɦ採ミ律多様性ɧ小らであり、二つ目後、多人数が受講左ている講義以上野、人目野

触れること律重い「密室律仕事」野重違ているɦ採ミ律密室性ɧ小らであり、三つ目後、

採ミという対面教育野導いて後、教員律「生き方」「人間性」という要芝が、講義律場合以

上野入りこみやすいɦ採ミ律全人性ɧ小らである。 

こう左平採ミ律多様性、密室性、全人性律ゆえ野、採ミ運営野関する FD を計画左実茞す

ること後、講義形式律授業野関する進れ以上野ɗ左い。こ律第 11 分科会野参加することが、

進れぞれ律条件下で律個性的重実践律交流を図りつつ、採ミ運営律あり方と同時野自己律

教育者と左て律あり方を問い直左ていく契機野重ればと思う。 

 

ɪ．方法と左て律採ミ、場所と左て律採ミ  

ところで、採ミナ柔ル野後、二通り律意味がある。一つ後、大学野導ける講義と重らぶ

授業律一形態と左て律採ミナ柔ル、重い左後教育方法と左て律採ミナ柔ルである。難う一

つ後、進律よう重授業が行われる場所、重い左後教師と学生律共同体と左て律採ミナ柔ル

である。学生野と違て、採ミナ柔ルという形態律授業をとること後、同時野採ミナ柔ルと

いう共同体野所属することを意味する律である。 

われわれ律課題律一つ後、前者律授業形態重い左教育方法と左て律採ミナ柔ル律やり方

を離ぐ違て議論することである。最近後、平とえ履修上後講義形式律授業であ違て難、進

こ野い小野演習的重要素を組み込む律小が、授業改善律一つ律眼目野重違ている。進れと

と難野、難う一つ律Ɇ要重課題がある。進れ後、学生が所属する共同体と左て律採ミナ柔

ル律あり方野ついて考察することである。 

苨者律課題と関連左て、船曳健夫氏が、ある出版社律 PR ȗ律連載ɦ「採ミ律風景小ら」ɧ

律重小で、「採ミ後 communal 重難律小、social 重難律小」を論巧ていて大変興味深小違

平。東大で教える船曳氏後、ど達ら小と言えば、難う少左 social 重方向野、採ミ律あるべ

き姿を見重がら難、「こ律二つ律あい年で常野迷います」と述べてい平。ど達ら律性格が強

く出るべき小野ついて後、進れこ進、「教育する場」律条件野よ違てȿ違てくると思うが、

われわれ律大学で行う採ミ後研究大学で行う採ミより、難う少左 communal 重難律であ違

て難よいよう野思う。 

 

ɫ．採ミナ柔ル律諸形態  

 採ミナ柔ル後、いくつ小律タイプ野分類することができる。採ミナ柔ルを分類する平離

律一つ律観点後、進れが大学教育律ど律時期野実茞される律小ということである。こ律観

点小ら後、大学野入学左て間難重い時期野一般教育律重小で実茞される採ミɦ教養採ミ、
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大学入門採ミ重どと呼ばれるɧ、専門教育律入門期で実茞される採ミɦプロ採ミɧ、専門教

育律重小で実茞される採ミɦ専門採ミɧ律三つ野分類することができよう。 

難う一つ律採ミナ柔ル律分類後、これをどういうやり方で行う小という観点小ら律分類

である。進律やり方後多岐野わ平るが、専門教育野関左て言えば、最難一般的重やり方後、

テ２スト律講Țを行う難律と、個人ま平後４ル柔プで設定左平研究テ柔マで発表する難律

である。 

どういうやり方がよい小後、進れぞれ律大学律学生律質や専門分ɇ、採ミを主宰する教

員律得手不得手、先野み平採ミを実茞する時期、さら野採ミ律規模ɦ受講左ている学生律

数ɧ重ど、さま工ま重条件野よ違てȿ違てくる左、ま平、これら律条件野規定され重がら、

進難進難、進律採ミが何を量らいと左ている律小という、採ミ律目的野よ違て難ȿ違てく

るであろう。 

 

ɬ．採ミナ柔ル律運営律仕方  

私が香川大学で担当左ているɦい平ɧ採ミナ柔ル後、全部で 5 つである。進れぞれ律採

ミナ柔ル律運営律仕方野ついて簡単野ș明左て導き平い。 

 

字教養採ミナ柔ル 

全学共通ɦ教養教育ɧ科目と左て、全部で 60 ほど律採ミナ柔ルが 1 苛次前期又後苨期

野開講され、いろいろ重学部律 1 苛生が受講左てい平。学生後、自ら律興味染関心野左平

が違て開講され平教養採ミ律重小小ら一つを選べること野重違てい平が、各採ミ律定員が

25 名重律で、第一希望律採ミ野入れ重いこと難多小違平。 

どういうやり方で教養採ミを行う小後、担当教員野任されてい平。採ミナ柔ル律やり方

をシ本於スでみると、個人又後４ル柔プで設定左平テ柔マで研究左、成果律発表と討議を

行う難律が最難多い。テ２ストを一緒野Țんでいくやり方後、われわれ文科系律教員野と

違て後導馴茲みと難いえるやり方であるが、こういうやり方で教養採ミを行う教員後次第

野少重く重違ている。注目すべき後、何ら小律４ル柔プ活動を取り入れ、これを採ミナ柔

ル律運営律中心野据えている難律が、苛々増えていることである。 

教養採ミ野導いて、４ル柔プ活動を取り入れ平採ミが増えている律後重週小。進律理由

後いろいろ考えられるが、一つ後、各採ミ律定員が 25 名と重違て導り、採ミ形式律授業と

左て後受講生が多いこと小ら、多人数採ミ律運営上律苑夫と左て、25 名を数４ル柔プ野分

けている、いや、難違と積極的野言えば、４ル柔プ活動を取り入れることが、採ミ律

communal 重性格を強離、こ律ことが授業へ律満足度年けで重く、大学生活進律難律へ律満

足度を高離ているという理由が挙げられる。 

これまで、教養採ミナ柔ル律運営律仕方野ついて、多くを過去形で述べてき平が、実後、

苚成 24 苛度小ら、教養採ミナ柔ル後「大学入門採ミ」と名称を変えるとと難野、進れぞれ

律学部ごと野、自分律学部律新入生を対象野、大学生と左て必要重学習方法律習得を離工

左平内容を含離て行う難律野重違平。と同時野、学部律３本スづくり律平離律授業である

という性格難強く重り、学び方野ついて律ス２ル教育とと難野、ＡＬɦア３ティブ本柔ニ

ン４ɧ律考え方律難と野４ル柔プ活動をより積極的野取り入れ平採ミ運営が行われるよう

野重りつつある。 
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教養採ミが「大学入門採ミ」と重り、学び方律共通６ンテンツとＡＬ律考え方を絡離て、

初苛次教育と左て行われる入門採ミ律底上げを図ることができ平律後よ小違平と思う。左

小左、「底上げ」ができ平反面、伝統的重やり方で人気採ミを運営できてい平学識ある教員

野まで一苧野規格化され平やり方を押左つけてよい律小、「Țんで考える」ことを中心とす

る採ミ律やり方が持違てい平潜在力を見損重違てい重い律小。評価律分小れるところであ

る。 

 

誌教育学チ末柔トリアル 

われわれ律６柔スɦ教育学研究室ɧ律 2～4 苛生ɦ2、3 苛生必修、4 苛生自主参加ɧが、

いくつ小律異学苛編成律４ル柔プをつくり、４ル柔プごと野設定左平研究課題野協力左て

取り組む「縦割り採ミ」である。研究成果後夏律教研合宿で発表する。６柔ス律各教員後、

いずれ小律４ル柔プ律チ末柔タ柔野重る。 

小つて教育学研究室野後、学生平達律自主的重運営野よる学習会、いわゆる「自主採ミ」

がいくつ難あ違平。進れ後、研究室野所属する異学苛律学生小ら重る、体験活動Ɇ視律自

主的重学習会であ違平が、残念重こと野、90 苛代野入違て自然消滅左平。進律自主採ミを

復活させようと、教員律方小ら働き小けて、異学苛律学生律４ル柔プ活動を中心とする学

習会を組織化左、やがてこれ野単位を出すよう野左平律が、こ律教育学チ末柔トリアルで

ある。 

今苛度、私が担当左平チ末柔トリアルɦ学生平達後チ末柔タ柔律名を冠左て毛利チ末柔

トリアルと呼ぶɧ後、「創作紙莝居律上演」を研究課題と左平。進律主重取り組み後、以下

律通りである。 

 

市立図書館で律「Țみ聞小せ律会」律活動取材ɦ4 月ɧ 

市販紙莝居を使違て律仲間内で律上演会ɦ5 月ɧ 

創作紙莝居づくりと仲間内で律上演会ɦ6 月ɧ 

市立図書館ɦ導話６柔ナ柔ɧで律子ど難相手律紙莝居上演ɦ7 月ɧ 

）柔プン２ャン施スで律創作紙莝居を使違平研究室紹介ɦ8 月ɧ 

夏律教研合宿ɦ茝、苆豆島ɧで律創作紙莝居律上演ɦ8 月ɧ 

 

こう左平活動律多く後、私律い重い授業時間外野行われる。こ律授業で律私ɦチ末柔タ

柔ɧ律役割後、研究課題律Ⱦ成野必要重情報を提供左、学生平達律活動が停滞左重いよう

野適宜助言を与え、励ますことであ違平。 

 

認教育学演習Ⅰ 

2 苛生野重り、われわれ律６柔スɦ教育学研究室ɧ野入違てき平学生を対象とするプロ

採ミɦ基礎採ミɧである。通苛律授業を、６柔ス律教員全員がリレ柔方式で行う。一人律

教員が担当する律後、わず小 5 回前苨である。教育学律基礎的重文献をȚん年り、教育律

今茟的課題野ついて議論することで、教育学的重問題意識を養う。最終回律授業で後、専

門採ミ律配属野向け平１イダンスを行違ている。 

ま平、教育学研究室律 2 苛生全員が毎ȹ同巧場所で顔を合わせる律で、こ律授業後彼ら
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律ホ柔ムル柔ムと左て律役割難果平左ている。 

 

説教育学演習Ⅱ 

６柔ス律各教官が主宰する、いわゆる専門採ミである。(ｲ)小ら(ﾎ)まで 5 つ律採ミが開

講されている。教育学研究室律学生後 2 苛次律 2 月茫まで野、こ律 5 つ律専門採ミ律重小

小ら一つを選ぶこと野重るが、彼ら野と違て、専門採ミ律選択後、単野 1 ６マ律採ミナ柔

ル形式律授業を選ぶということ以上律、大き重意味合いを難違ている。 

という律後、第一野、専門採ミ野導ける教員と学生、あるい後学生同士律結びつきが大

変強い小らである。専門採ミを選ぶこと後、「○○採ミ」という「共同体」律一員野重るこ

とを意味する。左小難、第二野、教育学演習ⅡとⅢɦ卒論指苅ɧ後、原則と左て持達上が

り重律で、学生後、専門採ミを選ぶことで、誰律指苅律難とで卒業論文を書く律小を決離

ること野重る小らである。 

さて、私律専門採ミ律Ⱥ離方であるが、3 苛次律前期後、一緒野文献をȚむこと野左て

いる。学生平達後、採ミ決定律際野「志望調書」を提出左ている律で、進こ野書小れてい

る各自律関心野近いところで、数冊律文献を決離る。一緒野Țむ律後こ律数冊年が、同時

野、個別律Ț書課題を出左て、ある程度律分ɈをȚませる。文献をȚむことで、学生律関

心律在り処後少左ずつ変わ違てくる。進れをよく聴いてやり、新平重文献を紹介する。ま

平、自分で難文献を茑左てȚむ。これを繰り返左重がら、学生が自分律ɦ左小難学問的重ɧ

問題意識野目覚離る律を助ける律である。 

苨期後、まず初離野、進れぞれ律問題関心野左平が違て、これまでȚみȺ離平文献律重

小小ら、最難Ɇ要年と思う難律律内容を紹介左て難らう。進れが一巡左平あと、卒業論文

律テ柔マ設定野向けて、自分野と違て何が問題であり、何を明ら小野左平い律小を、暫定

的重テ柔マとと難野発表左て難らう。3 苛次律 2 月茫が「題目表」律提出期限であり、進

れまで野、大抵何度難ɦOK が出るまでɧ発表左て難らうこと野重る。 

 

 読教育学演習Ⅲ  

4 苛生野重違平採ミ生ɦ卒論生ɧ野対左て行う卒論指苅である。茬来重ら、こ達ら律個

別指苅をチ末柔トリアルと呼ぶべき小難左れ重い。私がど律よう野卒論指苅を行違ている

律小野ついて後、「卒論指苅律臨床教育学律平離野」ɦ『京都大学高等教育研究 第 10 号』

2004 苛ɧを参照され平い。 

私律所属する６柔スで後、3 苛次律 2 月茫まで野「題目表」を提出左て、進律あと「構

想発表会」を終えると、学生平達後一茠卒業論文小ら遠工小る。就職活動や教員茐用試験

律平離である。進れが一段落する夏休み律苨半野、や違と論文作成律取り組みを再開する。

長いブ本ン３を挟んで最初野行重う律後、ノ柔ト重い左カ柔ド作りである。難う一度基茬

的重文献をȚみ直すとと難野、必要野応巧て参考文献を茑左てȚむ。今度後、Ɇ要重とこ

ろを要約染抜粋左重がら丁寧野Țんでいく。Țみ重がら考え平こと難、進律つどメモ左て

導く。次野、こ律ノ柔ト重い左カ柔ドをȚみ返左て、自分重り野論点を整理左、論文律構

想を練る律である。こう左平作業を 10 月律後巧離ごろまで行重う。 
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ɭ．卒論生と律指苅関係 

私と卒論生と律指苅関係後、小つて私が学生律立場で経験左平指苅関係より、よく言え

ば懇切丁寧、悪く言えばやや導節介と難いえる関係である。学生と律「距ɖ」難ず違と近

い。難違と難、ここで、二つ律指苅関係を比べて、ど達らがよいと小悪いと小ということ

を言うつ難り後重い。進れを言う野後、進れぞれ律指苅関係を成り立平せている「条件」

があまり野難ȿいすぎる律である。 

研究大学野導ける卒論指苅と比べれば、教員養成学部野導けるわれわれ律指苅後、明ら

小野結果より難過程野Ɇきを導い平難律である。出来上が違平作品難大切年が、進れ以上

野、取り組み律過程で、茬人がどれ年け悪戦苦闘左、進左てやり遂げ平というȾ成感を難

てる律小をɆ視左ている。研究史や学会律潮流へ律目配りというよう重こと後、あまり言

わ重い。二次的重文献へ律依芵を強離て左まうことが多い小らである。 

10 月律苨半小ら、卒論生平達と後、ほぼȹ一回律ペ柔スで顔を合わす。学生が書い平一

ȹ間分律草稿野目を通す律である。平年左、当初学生が期待するほど、文章律一芴一句を

手直左すること後左重い。学生野「雑重難律を書いて難、先生が直左てくれる」と期待さ

せ重い平離である。書き直す律後、あくまで難学生である。 

言葉後悪いが、彼ら後「われわれ律出方を窺違ている」ところがある。どこまで手抜き

が許される律小。進れ野対左て、われわれ後進れぞれ律学生がぎりぎりまで頑張違て、自

分律限界を越えてほ左いと願違て導り、ここ野、教員と学生律「攻防」がある。こういう

と、学生側野ま違平くやる気が重いよう野見えるが、実後、どん重野怠け者野見える学生

で難、「楽を左平い」という気持達と同時野、自分律限界を越え平いという気持達を難違て

いる。年小ら、教員と学生と律「攻防」後、学生律重小律二つ律気持達律「攻防」で難あ

る。われわれ指苅教員後、学生平達自身律「頑張り平い」という気持達を掘り起こ左、こ

れを苨押左左ている律である。いや、正直野いうと、教員律側野難、学生と同様律やる気

とやる気律重さがある。残念重こと野、教員律やる気律重さと学生律進れが「手を結んで」

左まうことがある。教員自身が自分律やる気を掘り起こさ重ければ、教員律「指苅律手抜

き」を学生が歓迎左、学生律手抜きを教員が黙Șするという、由々左き結託を招いて左ま

う律である。 

学生が「手抜き」をする方法後いろいろあるが、難違と難多い律が「律りと後さみɦ６

日ペɧで書く」というやり方である。逆野、「勝手重ことを書く」という律難ある。進左て、

難う一つ、指苅関係ということでとく野注意左重ければ重ら重い律が、教員野過度野依芵

するというやり方である。文献と律あい年律依芵と独立律問題後、進律まま教員と律あい

年で難繰り返される。つまり、文献へ律過度律依芵を否定されると、今度後教員へ律依芵

で窮地を左律ごうとする律である。極端重言い方をすると、「丸写左でき重い重ら、先生が

書いてくれ」ということ野重る。ここまで極端で重くて難、先ほど述べ平「雑重難律を書

いて難、先生が直左てくれる」という期待を、ど律学生難抱いている。われわれ後、こ律

学生律期待をま違平く裏切るわけ野後い小重いが、ま違平く期待ど導り野直左てやるわけ

野難い小重い。や後り、学生自身が苦左み重がら何度難書き直すよう野、難違ていく左小

重い律である。こ律点で難、教員と学生律「攻防」が見られるが、進れ後、大変微妙重「心

理的攻防」である。 
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ɮ．採ミ野導ける教師律指苅とＦＤ  

採ミナ柔ル野導ける教師律指苅律あり方後、どういうやり方で採ミを行う律小、テ２ス

トを一緒野Țむ律小、自由重テ柔マで発表する律小、あるい後進れ以外律やり方で行う律

小野よ違てȿ違てくる。ま平、４ル柔プ活動を取り入れて、これを中心野採ミを運営する

律小、あくまで難個人律活動が中心野重る律小野よ違て難大きく異重る。 

難達ろん、４ル柔プ活動さえ取り入れ平ら採ミ後活性化するというよう重簡単重話で後

重い。という律後、難左われわれ教員が集団過程野対左て適切野働き小け重ければ、マイ

ナス律「同調」と他人任せ野よ違て、４ル柔プ活動を取り入れ平採ミ後、進れを取り入れ

てい重い採ミ以上野低調重難律野終わる可能性がある小らである。 

とりわけ最近後、仲間と話左合違平り、協力左て何小を左平りすることが苦手重学生が

増えている年け野、４ル柔プ活動野よ違て採ミを活性化する野後、プ本ス方向律「同調」

を促左重がら、全体律やる気を高離ていけるよう重、集団過程野対する教師律適切重働き

小けが求離られる律である。ま平、授業律平離野事前野準備左て導くことと、進律場で茳

軟野対応することが同時野求離られる律である。す重わ達、ど律よう野４ル柔プ律研究課

題を設定左、ど律よう重ス５ジ末柔ルで共同研究をȺ離、ど律よう野４ル柔プ内で役割分

担をする律小野ついて、一方で後、小重り明確重方針を難違てɦとく野初回律採ミ野導い

てɧ臨みつつ、他方で後、話左合いや４ル柔プ活動律展開律重小で何がでてきて難、学生

平達律自主性を尊Ɇ左重がら、これ野茳軟野対応することが求離られる律である。 

採ミナ柔ル野関する FD 後、採ミ律やり方を規格化左ようとする難律で後重い。進れぞれ

律「教育する場」律条件野よ違て、ま平、担当する教員律得手不得手野よ違て採ミ律やり

方後ȿ違ていて当然である。平年左、いくら採ミ律やり方が多様であることをȘ離る小ら

とい違て、こ律多様性を隠れみ律野左て手抜き律採ミが放置され、低調重採ミが改善され

重い律後困違平ことである。最初野述べ平よう野、採ミ律密室性、全人性小らくる教員律

恐れや心理的抵抗後強い。これを苓妙野小いくぐる平離野後、旦（柔マル重 FD 律み野固執

左重いほうがよい年ろう。採ミ律あり方が多様であるよう野、採ミ野関する FD 律あり方難

多様であ違てよい後ずである。要後、進れぞれ律条件下で律教員律個性的重実践律交流を

図り、採ミを担当する一人ひとり律教員が自己律指苅法と教育者と左て律あり方を問い直

左ていく契機と重るよう重 FD が求離られている律である。 

最苨野、難う一つ確Ș左て導き平いことがある。進れ後、４ル柔プ活動を取り入れ平や

り方が、どれ年け多人数採ミɦとりわけ入門期律ɧ野導いて効果的であ違て難、他方で後、

学生が一人で茬をȚんで考えることを前提とする従来律採ミ律やり方が、進れで難）柔探

ドッ３スであること野変わり後重いということである。大学野導ける学び野後、集団的性

格とと難野個人的性格があり、とく野、卒業論文野取り組んでいる学生後、学び律難つ苨

者律側面と左違小り向き合う必要がある。与えられ平「教育する場」律条件律重小で相応

左いやり方を選ぶ平離野難、）柔探ドッ３スを踏まえ平うえで、新左いやり方を試み平い

難律である。 
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学生ʹͱっͯ のʮゼミʯの意義～簡単ͳ調査を踏·え ～ͯ

日本橋学館大学 ϦベϥϧΞーツ学部 人間心理学科 教授　　　柴原　宜幸
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学部ゼミナールを研究するこͱͰΈえͯきた課題

東京大学大学院 学際情報学府 文化・人間情報学コース 博士課程　　　伏木田　稚子
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第18回FDフォὊἻἲ 

第11分科会 学部ゼἱἜὊἽ運営ỉ課題 

2013.2.24ί日ὸ 

学部ゼミナールを研究するこधद�
�

みえथきた課題 
 

 

 

 

 
東京大学大学院 学際情報学府 

文化Ὁ人間情報学コὊἋ 博士課程2年 
 

伏木田� 稚子�
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少人数Ểỉ対ᛅử通ẳẺ 

 

共ӷ体的ễ学習環境 
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文系学部ỉ 

 

専門教育ểẲềỉゼἱἜὊἽ 
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ӖẬ手ểẲềỉ 送ụ手ểẲềỉ 

 

学Ỏ 
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専門分᣼ử超えề応用ỂẨỦ 

 

基礎的ễ能力Ὁ態度 
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ゼἱἜὊἽử 

 

実証的Ệ̳瞰ẴỦ 
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参ɨ観察      

 

ỶンタビュὊ調査 

 

質問紙調査   
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  2009-2011 ̲士研究 

  学生  ẦỤỚẺゼἱἜὊἽ 
 

 

 

 

  2011-  博士研究 

  教員  ẦỤỚẺゼἱἜὊἽ 
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What ỄỮễ ／ How ỄういうふうỆ 

 

ゼἱἜὊἽử運営ẲềいỦỉᾎ 
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学生 

ểẲềỉ視点 
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• 自分ỉ考えử持ẼễầỤ参加ỂẨỦ 

 

• 質問ở意見ử言いởẴい 

 

• 発表ờ議論ờ頭ử使う 

 

• ẲỮỄいẬỄᢋ成感ầあẾề楽Ẳい 

 

• ゼἱỉ仲間Ệ会えỦỉầ楽ẲỚ 
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• 先生ỆợẾềịỤịỤ 

 

• 英語ử読ớẻẬễỤゼἱẳỞễくềờいい 

 

• ờẾể早くẦỤ卒論Ệӕụ組ỚẺẦẾẺ 

 

• 先生ầ放任主義ẻẦỤὉὉὉ 
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都内ỉ大学 13校 

 

学部3Ὁ4年生 304Ӹ 

 

ゼἱἜὊἽ数 54 
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学習環境へỉ期待

成長ỉ期待

協調志向

探究志向

共ӷ活動
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発表ể議論

教員ỆợỦ指導 教員ỆợỦ指導

姿勢Ệ対ẴỦ評価

能力Ệ対ẴỦ評価

結束性Ệ対ẴỦ意識

互恵性Ệ対ẴỦ意識

対人関̞力

問題解決力

情報ἼἘἻἉὊ

充実度 充実度

Ӗ講動機

学習意欲

活動

教員Ệ対ẴỦ評価

共ӷ体意識

汎用的技能ỉ

成長実感

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 24 

教員ỆợỦ指導 

▼ 

 

学習意欲 

共ӷ体意識 

▼ 

 

汎用的技能ỉ成長実感 
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課題ỉ進Ờ方Ệ関ẴỦ 具体的ễ 指示 
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Ὁ Ὁ Ὁ 
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ẦẦわụỉ中Ể 学ỗうểẴỦ 

 

知ụẺいẮểử 突ẨᛄỜợう ểẴỦ 

 

ἳンἢὊӷ士ỉ ếễầụ ử感ẳỦ 

 

共Ệ 学Ỏ合ẾềいỦể感ẳỦ 
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他者ỉ考えử 理解 Ẳề 

協調 Ẳề行動ẴỦ力 

 

 

問題点ử 発見 Ẳề 

解決 ỆếễậỦ力 

 

Ὁ Ὁ Ὁ 
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ゼἱἜὊἽỉ魅力 
 

 

333Ӹỉ自由記述回答文Ệ 
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29 

Ẑ教授ỉᛅầ面白くẆ筋ᢊử立ềềᛅẴỉỂ   

学ỎầいầあỦẇẑ 
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Ẑ1ếỉἘὊἰỆ向ẦẾề各々調査ẴỦ個人 

プἾὊểẆẸỉ結果ẦỤ何Ầử見出Ẹうể議論

ẴỦチὊἲプἾὊỉ両方ầあẾẺẇẑ 
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Ẑ興味Ὁ関心ầ似ẺἳンἢὊỉ中ỂẆ自分

ỉ興味Ὁ関心ầ高いẮểử追求ỂẨỦẇẑ 
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教員ể学生間ỉ距ᩉỉ近Ằ 

 

学生間ỉẦẦわụ 

 

構成員間ỉ仲ở雰׊気ỉ良Ằ 

 

先生ỉ人柄ởᛅỉ面白Ằ 
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ἘὊἰở議論ỉ内容 

 

他者ỉ意見ở考え 

 

分᣼ỉ多様Ằể自由度 
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専門的知識ở発表ẴỦ力ỉ習得 

 

深い学Ỏỉ機会 

 

ἳἼἡἼể学生主体ỉ活動 

 

自身ỉ興味関心ỉ充足 
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ゼἱἜὊἽỆ対ẴỦɧ満 
 

 

307Ӹỉ自由記述回答文Ệ 

 

ἘỿἋἚἰỶἝンἂử適用 
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Ẑ一方的ễ授業ỂẆ学生ӷ士ỉἙỵἋカἕ

ἉョンỊ皆無ẇ 

知識ở問題ỉ理解Ὁ解決ỉẺỜỆờẆゼἱỉ場ử

利用ẲẺ討論ỉ機会ầ必要ẇẑ 
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Ẑ全体Ểỉ議論ỂỊあộụ発言ầỂễいẇ 

ᛅẲ合いỆ活気ầễいẇẑ 
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交流ỉ少ễẰ 

 

時間ỉ長Ằ 

 

人数ở課題ỉ多Ằ 
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39 

授業理解ở知識習得へỉ配慮ɧ足 

 

ἘὊἰ設定ở発表ỉớẵẦẲẰ 

 

学生ỉởỦ気ể教員ỉ指導 

 

ɧ活発ễ発言ở議論 
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都内ỉ大学 53校 

 

学部数  93学部 

 

教員数  125Ӹ 
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41 

心理的特性

状況的特性

共ӷ体ỉ運営目標

専門教育ỉ充実目標

能動的学習ỉ体験目標

探究心ỉ向ɥ目標

専門性ỉᢋ成目標

ἂἽὊプỂỉ共ӷ活動

学生ỆợỦ発表

教員ấợỎ学生間Ểỉ議論

教員ỆợỦ知識伝ᢋ

課題遂行ỉ支援

発表ỉ形成的評価

発表内容ỉ検討

学生ỉ特性把握

教育目標ỉ設定

学習目標ỉ設定

学生Ệ対ẴỦ指導

学習活動ỉ設定
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教員ỆợỦゼἱἜὊἽỉ 

授業構成ỉ相ᢌ点 

 

分散分析ử適用 
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教員ỆợỦ知識伝ᢋ 

 

人文学ỉ教員 ᾍ 社会科学ỉ教員 
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専門性ỉ᣻視 

 

担当年数ầ 

11年以ɥỉ教員ᾍ10年以ɦỉ教員 
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自立性Ὁ能動性ỉ᣻視 

 

対象学年Ệ4年生ầ 

含ộủỦゼἱ ᾍ 含ộủễいゼἱ 

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 46 

共ӷ活動Ὁ議論ỉ᣻視 

 

ゼἱἜὊἽỉ参加学生ầ 

21Ӹ以ɥỉゼἱᾍ10Ӹ以ɦỉゼἱ 
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ゼἱἜὊἽỉ授業構成ể 

汎用的技能ỉ成長実感ểỉ関̞ 

 

ἰἽチἾベἽ相関分析ử適用 
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探究心ử向ɥẰẶỦ 

 

ἂἽὊプỂ共ӷẰẶỦ  問題解決力 

 

ἳンἢὊ間Ể議論ẰẶỦ 
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興味Ὁ意欲ử把握ẴỦ 

 

学習ử体験ẰẶỦ  対人関̞力 

 

課題遂行ử支援ẴỦ 
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共ӷ体ểẲề機能ẰẶỦ 

 

探究心ở能動性ỉ向ɥử目指Ẵ 

 

学年ở人数Ệ応ẳề活動ử変えỦ 
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就職活動 ỆợỦᩊ航 

 

基礎学力ỉ ịỤếẨ 
 

定型化 ỉớẵẦẲẰ 

 

ὉὉὉ 
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Ẑゼἱỉ規模ểゼἱ生全員ỉ討議へỉ参加度

ỉἢἻンἋửểỦỉầᩊẲいẇ 

全体Ể情報ở討議ỉ過程ử共有ẲẺいầẆἂἽὊ

プ内ởẆネἕἚử἖ὊἽểẲề使うゼἱ生間ỂẆ局

所的ễコἱュἝἃὊἉョンầ進行ẲầẼẇẑ 
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ẐゼἱỂỉ学生ỉ発言力ầ年々˯ɦẲềẨềいỦẇ

ẸうẲẺ中ỂẆ発言ử̟ẴỆỊẆỖỜỦ場面

ầ多くễụẆ年々࿿くễẾềẨềいỦợうỆ思

わủỦẇẑ 
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Ẑ年度ỆợẾềἳンἢὊỉ考え方ầ大Ẩ

く変わỦỉỂẆ年度ắểỉẴẴỜ方ử毎年探Ụễ

ẬủịいẬễいẇẑ 
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Ẑ基礎学力ỉɧ足ẆỴἽἢỶἚẆ早ộẾềいỦ就職

活動ểỉ兼Ỉ合いẆ学生ọểụọểụỉ家庭環境ộ

Ểầゼἱ活動ỆẦẦわẾề来Ủẇ一人ọểụỉ個性

ở家庭環境Ẇ社会環境ử見極ỜếếẆ指導Ẳềいく

ẺỜỆỊẆ多くỉ時間ầ割ẦủẆ研究時間

ểỉ兼Ỉ合いử׋ỦỉầớẵẦẲくễẾềいỦẇẑ 
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大学教育研究フォὊἻἲ 

2013.3.14 – 3.15 

 

教員ầゼἱἜὊἽỉ授業構成ɥ

Ể抱えỦ困ᩊỉ検討 

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 

57 

鳥ỉ目Ể 

地׋ử੨く 
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参ɨ観察  

ỉ必要性 
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ỚễẰộ ỉゼἱἜὊἽỉ 

What ể How ửặọ教えềくẻẰいẇ 

59 
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✉   qq096224@iii.u.tokyo.ac.jp 

HP  http://www.wakako-fushikida.ne.jp 
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